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通期業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

2011年１月 25日に公表しました 2011年３月期（2010年４月１日～2011年３月 31日）の通期

業績予想と比較し、本日公表の決算において下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

 
１．通期連結業績予想数値と実績値との差異 
2011年３月期 通期連結業績予想数値との差異（2010年４月１日～2011年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 
 
前 回 発 表 予 想 ( A )  

百万円 
10,300 

百万円 
1,400 

百万円 
1,350 

百万円 
730 

円 銭 
26.91 

今 期 実 績 ( B )  9,397 1,171 1,164 482 17.79 
増 減 額 ( B - A ) △903 △229 △186 △247 － 
増 減 率 ( % ) △8.8 △16.4 △13.8 △33.9 － 
(ご参考)前期実績 
( 2 0 1 0 年 3 月 期 )  

9,354 1,148 1,109 576 21.01 

 
２．理由 
 当社グループでは、主力商品である金融機関向けのファイナンシャルソリューションシステム

を中心に積極的な営業活動を展開いたしました。金融機関のお客様向けを中心に受注環境は好転

しており、受注残は前期末比約９億５千万円上積みできております。しかし、数億円に及ぶ大規

模なシステム構築案件などで開発期間が翌期にずれ込むこととなったため、売上は前期比微増の

9,397 百万円となりました。また、パッケージソフトウェアの品質向上などに注力したことによ

り売上総利益率が改善し、研究開発費など販売費及び一般管理費は増加したものの営業利益、経

常利益は前期を上回ることとなりました。しかしながら、保有している取引銀行などの株式が東

日本大震災後の株式相場混乱により大幅に下落し投資有価証券評価損が発生したこと、並びに従

業員の退職金制度変更に伴う損失を特別損失に計上した結果、当期純利益は 482 百万円となりま

した。 
 

以  上 


